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1．背景と研究目的 

中心対称性をもたない化合物系は、ワイル半金属状態やトポロジカルノーダルラインといった特徴的

な電子状態を有することが期待され、中でもカイラル構造をもつ立方晶化合物は、中心反転対称性とミ

ラー面を持たないことに由来するフェルミ面の分裂 [1] の報告やワイル点の形成 [2] が予測されてい

ることから興味深い系である。しかしながら、カイラル構造に起因する中心対称性の破れにより形成さ

れる可能性が期待されるワイル点に代表される特異な電子状態については、ほとんど明らかになってい

ない現状にある。そこで、本研究は、立方晶カイラル化合物 NiSbS に注目し、その特異な電子状態を直

接観測することを目的とする。 

 

2．実験内容 

測定は励起エネルギーhν= 65 〜 150 eV において 1 eV ステップで行った。測定温度は T = 30 K、エ

ネルギー分解能は hν= 100 eV でΔE ~ 35 meV に設定した。清浄試料表面は NiSbS 単結晶を超高真空中

で(001)面について劈開することにより得た。 

 

3．結果および考察 

図 1(a)および(b)に励起エネルギー依存ARPESにより得られたNiSbSのΓMRX面内におけるフェルミ

面イメージおよび R 点電子ポケットの底に対応する結合エネルギー0.55 eV 近傍における等エネルギー

面イメージをそれぞれ示す。kx-kz イメージは、R 点の電子ポケットの底の強度がブリルアンゾーンの

周期性と一致するインナーポテンシャ

ル V0=24.7 eV を用いて得た。バンド計

算と実験のフェルミ面形状の比較から、

ΓM ライン上のδもしくはεブランチ

に対応するフェルミ波数はΓ点および

M 点に対して比較的良い対称性をもっ

て観測されているのに対して、MR ライ

ン上やΓX ライン上におけるαもしく

はβ/γブランチに対応する面間フェル

ミ面は明確には観測されないことを見

出した。今後、面内の電子状態について

も詳細な測定を行っていく予定である。 

 

4．参考文献 

1．M. Kakihana et al., J. Phys. Soc. Jpn. 84 (2015) 084711. 

2．A. Furusaki, Sci. Bulletin 62 (2017) 788. 

実験番号：2019L1001（2 シフト） BL7U 

Fig.1 NiSbS のMRX 面内におけるフェルミ面イメージ (a) 
および結合エネルギー0.55 eV 近傍における等エネル
ギー面イメージ(b)。バンド計算から予測されるフェル
ミ面形状を灰色実線で模式的に示してある。 


